
つれづれなるままに－とあるおっさんの四方山話 第 22回 
和亜洋折衷の味をめざして 

筆者は農業・食品産業技術総合研究機構に勤務している人間であるから、食べ物に関する
意識は当然のこととして高い。と偉そうに言うほどのことはなく単に食い意地がはってい
るだけである。それはともかく、今回は食べ物に関して、筆者の感じるところを経験を元に
少し綴ってみる。  

パンにわさび漬、邪道でしょうか…… 

筆者が就職して間もないころ、食パンにわさび漬をのせて食べていたら、ある先輩研究員
から「その食べ方はおかしい」とお叱りを受けた。その先輩によれば、和食であるワサビ漬
けを洋食であるパンと組み合わせて食べるのはおかしいのだと言う。筆者は先輩に対し、そ
の発想では我々はカツ丼を頂くことはできなかったのではと、申し上げたように思うのだ
が、食べ物の世界、これがおかしいとか正しいというものはないと筆者は思っている。 
特に、人や物の行き来が激しいこの時代、自分の前に現れた食べ物で気に入ったものを、

どう組み合わせて食べようと勝手ではないかと思う。柔軟な発想が、世の中を発展させてい
く。 

筆者がタイ東北部の地方都市に暮らしていた時に、日本から出張に来る人に「その町では、
日本料理を食べることが出来ますか」と聞かれることがあった。「日本料理と言われている
食べ物はあります。」と真面目に答えると、たいていの人は笑って納得してくれた。 

タイ東北部の高級レストランのカツ丼
これは「正しい日本食」だろうか。なぜか丼

と味噌汁が同じ値段（当時 250 円位）だった。 
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当時でも町の高級レストランには、写真のカツ丼のような本格的な大衆日本食も一応あ
った。一方で、なかなかの味付けの日本食も存在した。最近、テレビで海外のおかしな日本
食を紹介する番組があったが、日本人が本物の日本食ではないと言おうと、その料理が現地
で受け入れられているのなら、それでよいのではと筆者は思っている。こんなもの日本食で
はないと思うのは勝手であるが、日本の洋食だって我々の柔軟性と創意工夫の結果、育てら
れてきたものだろう。とは、言うもののバンコクの回転寿司で目の前に回ってきた太巻き寿
司の天ぷらには苦笑してしまった。なお、社用族などが集まるバンコク中心部にある「日本
人による日本人のための日本食の店」以外のタイの日本食が筆者の口に合っていたのかと
聞かれれば、それは別問題である。 

 
タイ流の日本食の解釈 

 
高級日本食店では、味噌汁はコースのスタートに 

供される 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
逆に、最近の日本では、パクチーを大量に入れるのがタイ料理だと思い込んでいる人が多

いという。まさに日本にしかないおかしなタイ料理である。その事でインタビューを受けた
タイ人シェフが「パクチーを大量に使った料理はタイ料理ではないが、そういう料理が広ま
ることは問題ないと思う。」と答えていた。大人である。 

たくわんが主役となった握り寿司 

創意工夫の結果生まれた、太巻き寿司の天ぷら 

メニューでは MAKIAGE とかであった 
みかけはよいが、超甘かったすきやき 
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筆者自身は最近日本のタイ料理店で食事を
したことが殆どない。「日本人の口に合うよう
に」などと書かれたタイ料理はどうにも筆者
の口に合わないのである。筆者がタイ料理を
食べたくなったときは、タイで売られている
料理の素を使って、身の回りで手に入る材料
を使って自分で料理を用意する。おそらくそ
れが日本で食べることができる最も現地の味
に近い正しいタイ料理に思えるからである。
しかし、昨年 10 月の第 10 回のこの記事「タ
イでの暮らし」に書いたように筆者の味覚は
タイの東北地方がスタンダードとなってい
る。その点では都会出身のタイ人の味覚とも
ずれている。  

なお、ついでながらタイ料理は全て辛いものと
思っている日本人が多いようだが、決してそんな
ことはない。もともと辛い味付けの料理は勿論あ
るが、出された料理をどう味付けするかは多くの
場合、客の仕事である。ただ、辛いものは辛く甘
いものは甘い。筆者は甘すぎるほうが苦手である。 

 
 

 
 
そのうち、日本の食べ物とタイの食べ物とを

融合させた料理も生まれてくると思う。すでに筆者が開発している料理は、トムヤムターフ
ーである。有名な料理、トムヤムクンのクンはエビのことであるが、エビのかわりにターフ
ー（豆腐）を入れたスープである。こちらは、タイ人にトムヤムにターフーなんて、そんな
ことはしないと言われたが、結構いいかなと筆者は思っている。なお、豆腐はタイでも普通
に手に入る食材である。お試しあれ。 

 
 

＋    ＝  何料理？ 
 
 

このバーミーナーム（ラーメン）、甘くするのも

辛くするのも食べる人の勝手 

東京のタイ料理店の東北料理盛り合わせ 
これなら日本人はもちろん、バンコク出身のタ

イ人でも大丈夫そう。筆者には物足りない 
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